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別紙 ３（参考様式）  

   
 
 
①「言語事項」においては，主語・述語の関係を考える

問題が４４．４％で課題がある。 
 
②「読むこと」では，「叙述をもとに想像しながら読む」

ことや，「段落相互の関係を考えながら正しく読む」 
ことが６６．７％で課題がある。特に「段落相互の関

係を読み取る」は４４．４％であった。 
 
◇「話すこと・聞くこと」で話し手の意図をとらえな

がら聞き，整理する設問の正答率が低かった。 
 

 
①「読むこと」では，中心となる語や文・接続語などに

着目し，文章構成図に表す活動を通して，段落相互の

関係を捉えさせたり，書かれている話題，理由や根拠

となっている内容，指示語の内容等，叙述に即して内

容を正しく読み取らせたりする指導を行った。 
②「言語事項」では，教材の一文の主語を捉えさせるこ

とや，書いた文の主語と述語の関係を確かめながら推

敲させることを繰り返し指導した。漢字は週１回小テ

スト，学期毎の全校一斉漢字テストを実施した。 
◇朝会等の機会を捉え，メモを取りながら話を聞く練習

や箇条書きでまとめる練習をし，大事なことを聞き取

る力をつける。 
※全学年において，授業モデルに沿って授業を展開し，

めあてに沿ったまとめを書いて１持間を終わるよう

授業改善を図った。叙述に即して読み取ったり，読み

取ったことや考えたことを比較したりして，それらを

自分の言葉や構成図等に表現させた。 
 

昨年度の課題 

 
 
 
①「読むこと」では，「段落相互の関係を考えながら

文章を正しく読む」「中心文やキーワードを見つけ

要約する」ことに課題がある。 
 
②「言語事項」では，主語・述語の関係を考えること

や漢字・ローマ字が定着できていない児童がいる。

 
③「聞くこと」で話の要点を聞き取ることに課題があ

る。 

 
 
 
①「読むこと」では，説明文単元を中心に年間２回以上の授業研究を実施し，学

年ごとの学習内容を整理し，重点的に指導していく。 
 
②「言語事項」では，毎週 1 回の「ことばタイム」で，主語と述語の関係に関連

する問題に取り組み，確認プリントにより繰り返し指導を行う。漢字やローマ

字は全校で１ヶ月に１回の一斉確認テストを行う。 
 
③「聞くこと」では，メモの取り方を具体的に指導し，メモを取りながら話の中

心に気をつけて聞く機会を意図的に設定する。また，授業や発表朝会の中で質

問をさせ，考えを伝え合うペアトークを積極的に取り入れる。 
 
④音読や読書に重点をおき，学年ごとに目標を設定し，読書量を増やす。 
 

重点課題に対応した改善する指導内容及び方法 

国 語

重点課題 ◎：「基礎・基本」定着状況調査
◇：全国学力・学習状況調査 

「基礎・基本」定着状況調査通過率  学校平均       ％  県平均 ７８．５％ 

昨年度の課題を受けて 
具体的に取り組んだ事項 

○読むこと，聞くことの通過率を８０％以上にする。 

○全ての領域で県・市の通過率を上回る。 
来年度の目標値 

領域別平均通過率（国語）
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少人数のため、平均点，通過設問数ごとの児童割合等について

は公表いたしておりません。 



 指導方法等の改善計画について         
  
                                      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
①「量と測定」領域において，数量のイメージ化ができ

ず，面積や重さ，角の測定，かさや量にあった単位の

理解に課題がある。 
 
②「図形」領域において，直角三角形の作図に課題があ

る。 
 
③「数量関係」領域において，棒グラフの特徴を読み取

ることに課題がある。 
 

 
 
 
①実際の量を予想させ，それを確かめる活動を通して量感を育てる。長さ，重さ，
かさ，広さ等について，実際に見たり触れたりできる校内掲示等を工夫すると
ともに様々な場を活用して量感を意識する活動を仕組む。 

 
②図形領域では，常に構成要素に着目させ，図形の定義・性質を結び付けて理解
させたり，作図させたりする。 

 
③数値をグラフに表すよさとグラフについての基本的な知識やきまりなどを指導
する。他教科でも、いろいろなグラフに触れさせてそれぞれのよさを実感させ，
グラフを読むことに慣れさせていく。 

 
④問題解決型の授業を展開する。前時との違いを明確にし，既習内容をもとに考
え，言葉や図で式の意味を説明する力をつける。また，定着を図るための「チ
ャレンジタイム」を継続する。 

 

重点課題に対応した改善する指導内容及び方法 

算 数

重点課題 ◎：「基礎・基本」定着状況調査
◇：全国学力・学習状況調査 

「基礎・基本」定着状況調査通過率  学校平均      ％  県平均 ７７．８％   
 
①「量と測定」領域において,面積の単位がわかり,量に 
あった単位を使うことができていない。 

 
②「図形」領域において直角三角形の作図ができていな

い。 
 
③「数量関係」領域において,伴って変わる数量を求める

ことやその関係を立式することができていない。 
 
◇「数量関係」で計算の順序を理解し，問題を読み取り

式を修正する設問の正答率が低かった。 

 
①単位と身近なものの量とを結びつけて実感を伴う
ような活動の工夫を行った。 

 
②基本的な図形の性質について，具体物を用いて操
作活動を行いながら理解させた。辺・直角・頂点
などの用語を用いて説明したり，図形の性質の違
いを整理したりするなど指導の工夫をした。 

 
③式から具体的な事柄や関係を読み取ったり，関係
を説明させたりして，式の表す意味を考えさせる
ようにした。 

 
◇授業の中で，式と文章，図を関連付けて説明する
活動を取り入れ考えさせた。 

 
※問題解決型の授業を展開し，その時間に学習した
考え方を使った練習問題と振り返りを書いて１時
間の授業を終わるように授業改善に努めた。既習
の学習内容をもとに，これまでとの違いを明確に
して，言葉や図を使って表現させた。 

昨年度の課題 

昨年度の課題を受けて 
具体的に取り組んだ事項 

○量と測定，図形の通過率を８０％以上にする。 

○全ての領域で県・市の通過率を上回る。 
来年度の目標値 

領域別平均通過率（算数）
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少人数のため、平均点，通過設問数ごとの児童割合等について

は公表いたしておりません。 



２ 質問紙調査 （「基礎・基本」定着状況調査             ：学校質問紙調査，児童質問紙調査） （全国学力・学習状況調査：学校質問紙，児童質問紙） 
 （１）生活・学習   

 

 
 
 
 
 
 
 

（２）教科  
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

改善したい点（◎「基礎・基本」，◇「全国」） 今後の具体的な取組の内容 
 
◎1週間の読書時間が短く，1ヶ月の読書冊数が少ない。 
 
 
 
 
 
◎家庭学習の時間が１時間未満の児童が多い。 
 

 
◎学年に応じた図書を紹介し，ブックトークを行うことで読書意欲

を喚起する。読書カードを活用し，1ヶ月ごとの目標冊数を意識

させる。また，家読の目標時間を達成できるように保護者に啓発

を行う。 
 
◎家庭との連携をとりながら，学年ごとの家庭学習時間(５年生は

１時間以上)を達成させる。また，自主勉強の目標ページをきめ，

学習方法が分かる手引きの作成と共に，毎日の点検を行い，がん

ばっている児童を紹介し，意欲付けを行っていく。 

 児童の回答と学校の指導についての課題 
（◎「基礎・基本」，◇「全国」） 授業改善の方向性や具体的な取組 

国 
 
語 

 
◎自分の力に合った内容や方法，学習の進み具合などを選ん

で学習する方がよく分かると思う児童の割合が低い。 
 
 
◎段落ごとに何が書いてあるかを整理しながら文章を読ん

でいる児童の割合が低い。 
 

 
◎自主的に学習が出来るように，一人学習を行う場面では，いくつ

かの課題を与え選択させて学習を進める。全体で話し合う場面で

は，ペアトークを取り入れ自分の考えを伝える力をつけていく。 
 
◎文章構成を考えながら，キーワードやキーセンテンスを見つけた

りする学習を進める。 

算 
 
数 

 
 
◎文章を式で表したり，式にあてはまる問題を作ったりする

ことを苦手とする傾向がある。 
 
 
 
 

 
 
◎式を作る場合には，なぜこの式になるのかを考えさせて言葉や図

で説明できるように，自分の考えを書いて整理させる。また，式

から様々な問題を作って，児童同士で交流する場面を設定する。 
 
 

算数の授業で、文章を式で表したり、式にあてはまる問題を作ったりすること
が好きです。 

１ヶ月何冊本を読んでいますか

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
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読んでいない ３冊より少ない ３冊以上６冊より少ない ６冊以上１１冊より少ない 11冊以上

１週間家庭で何時間くらい読書していますか。
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読書していない １時間より少ない １時間以上２時間より少ない ２時間以上３時間より少ない 3時間以上４時間より少ない 4時間以上
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県

よくあてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない まったくあてはまらない

 
来年度の目標 

 
・１ヶ月の読書冊数３冊以上の児童の割合を８０％にする。 
・家庭学習の時間平均１時間以上の児童（５・６年）を８０％にする。 

国語の授業では、自分の力に合った内容や方法、学習の進み具合などを選
んで学習するほうがよくわかります。 

 
来年度の目標 

 
・文章を式で表したり，式にあてはまる問題をつくったりすることを好む児童の割合を２ポイントあげる。 



指導改善のための実施スケジュール 

         ～８月      ９月      １０月        １１月      １２月     １月       ２月      ３月     ４月 
         

【教科】  

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「話す聞く」の単元

【討論会】 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

「読むこと」単元 

【意見文】 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

「読むこと」単元 

【読書感想文】 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

「書くこと」単元 

【提案文】 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 
 

 

 

 

「読むこと」単元 

【意見文】 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

学年末テストなどの

分析・補充 

次年度の国語科の指

導計画作成 

漢字定着状況の把

握・補充，指導法の

改善 
「ことばの教育」次

年度の計画作成 
 
 
 
学年末テストなどの

分析・補充 

次年度の算数科の指

導計画作成 

計算の定着状況の把

握・補充，指導法の

改善 

 

【生活・学習】  
 
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

 

 
次年度の生活指導の

重点項目について指

導計画作成 
 
次年度の「読書年間

計画」の作成 
北方小課題図書選定 

 

 

結果の分析・H２２の改善計画の見直し 
Ｈ２３の改善計画の実施 

国 語 

算 数 

検証Plan 

次年度の計画 

Do Check Action Check 

言語活動を工夫した国語の時間の充実 

生活実態調査分析

保護者啓発
生活実態調査分析

保護者啓発

生活実態調査分析

保護者啓発 

標
準
学
力
テ
ス
ト 

実
施
・
分
析 

改

善

計

画

の

共 

通 

認 

識

自分の考えを書く・説明する活動の充実（ペアトーク） 

週 １ 回 の こ と ば タ イ ム 実 施 （ 言 語 技 術 ）  

毎月１回  漢字 ･ローマ字確認テスト実施  

問題解決型学習を中心とした算数の時間の充実と基礎・基本の徹底 

基 礎 基 本 タ イ ム ・ ド リ ル の 継 続

関連する既習内容の復習【単元に入る前】

毎 月 １ 回  基 礎 計 算 確 認 テ ス ト 実 施

家庭学習の工夫（自主勉強の手引きの見直し・学習時間の指導） 

図書館利用指導（読書週間行事・ブックトーク）

「家読」（目標時間の確認と点検・評価）


